
まちの人口（１１月末現在）
人　口　12,009人（前月比−１人）

　　　　　　（男5,860人、女6,149人）

世帯数　3,616世帯（前月比−２世帯）

　　　人の動き　出生５人　転入19人

　　　（11月届出分）　死亡11人　転出14人

戸籍の窓口 １１　月
届出分

た、ひまわり温泉ゆ・ら・らで１本５０円で販売しまし
た。ゆ・ら・らを訪れた温泉客は新鮮な大根と子ども
たちの威勢のいい呼び声に誘われ、２７０本以上の大

根は、１時間ほ
どであっという
間に売り切れる
ほどの盛況ぶり
でした。

　町内小学校４年生か
ら６年生の希望者が参
加する「ふるさと少年
教室」で、９月に蒔い
た大根が１１月１６日に収
穫されました。
　中央公民館敷地内
の「わんぱく農園」で
は３３０本もの大量の大
根を収穫。水で泥を洗
い流し、中山ひまわり
荘の給食に役立ててほ
しいと５０本を寄附。ま

　中山町の６５歳以上の人口は全町民の３０％近く
になっています。それに伴い、町が介護サービ
スに支払う費用も年々増えています。介護費用
を抑え、皆さんがいつまでも元気でいられるよ
うに、町では今年度５カ所の各地区公民館など
で、介護予防運動教室を開催しました。
　教室は介護担当者や保健師から介護予防につ
いての説明の後、講師とともに軽いストレッチ
やゴムバンドを使った体操を楽しみながら行い
ました。
　初めて教室に参加したという方々からは、
「楽しくて軽い運動なので、家でも続けてみた
い。」「機会があれば、また教室に参加したい。」
と大変好評でした。
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まちのホットなニュースをお届けします！

　落合地区の鈴木良一さん宅の柿の木から、珍し
い３つ子や４つ子の柿が見つかりました。
　鈴木さんは「長年柿を育ててきたが、こんな柿
は初めて見た。３つ子はたまに見たことがあるが、
４つ子は初めて。春先の干ばつと夏の大雨の影響
かもしれない」と話していました。

　１１月１０日、気軽に町内の歴史にふれてもらおうと歴
史体験教室が開催されました。
　今回は、「落合・三軒屋地区編」ということで神明
神社、龍神神社、熊野神社、戊辰戦跡碑を散策。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加者は地区に
伝わる伝説や由来
の説明を聞いた
り、写真を撮った
りしながら思い思
いに歴史を学習
し、散策を楽しん
でいました。

　１１月２日、ほんわ館まつ
りが開催され、様々なイベ
ントが行われました。
　ほんわ館は平成２４年４月
にオープンし、まつりは今
回で２回目。小学生たちの
おはなし会やぬいぐるみお
とまり会、絵本作家長野ヒ
デ子さんの講演会、郷土史

大根いっぱ～い穫れたよ！
介護予防運動教室

　１１月１５〜１７日、第２回山形ほっぺ隊観光物産博覧会として、仙台アーケード街「仙台なびっく」の一画に
　　　　が出店。山形の米つや姫、豚肉の味噌漬け、漬物、りんご、ラ・フランスなどを販売しました。
　また、１１月２３日には「第７回松島大漁かき祭りin磯島」に町とともに　　　　が参加。芋煮、玉こんにゃ

宮城県で町特産品を販売・ＰＲ

見たことない！！
　　　　　４つ子の柿!? ほんわ館まつり

勤労文化センター

仙台アーケード街「仙台なびっく」
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ひまわり温泉ゆ・ら・ら

中央公民館
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落合地区　熊野神社

絵本作家
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熊野神社境内
松島かき祭り

く、つや姫、漬物、町
内産の野菜や果物など
を販売しました。特に
芋煮や玉こんにゃくは
「やっぱりおいしい！」
と好評で、大変盛況で
した。

講座などが行われたほか、リサイクル本コーナー、
コーヒーとジャズが流れるブックカフェなど、この日
は子どもから大人まで約７００名が訪れ、秋のほんわ館
を大いに楽しみました。

歴史体験教室
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